
令和7 年 4 月 14 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 大阪いずみ市民生協テクノステージ施設内

実施日程 令和6年4月1日～令和7年３月３１日 活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

＜目的＞

＜成果＞

実施した結果 年間330トンの食品残渣をリサイクルした。

得られた成果

課題点

連携した結果に対する意見または評価

従前は、食品残渣として廃棄していたものを有効に活用することで、循環型社会の一翼を担うことができた。

今後の連携強化に向けた課題

特殊な機械を使用するため機械トラブル時の対応やメンテナンス会社の選定に苦慮している。

受託料は毎月定額で受け取る事ができる為、経営の安定化に貢献

できている。

・良質な堆肥を生産するために、機械をメンテナンスして、機械

設定をコントロールするなど微調整することに労力がかかる。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 株式会社いずみエコロジーファームハートランド事業 事業所番号 2710500881

住　所 和泉市テクにステージ2-1-10

地域連携活動のね

らい

従前は食品残渣が廃棄されていた。弊社が食品残渣リサイクル作

業の一翼を担う事で、食品残渣のスムーズなリサイクルを実現す

る。

地域にとってのメ

リット

専用の機械を使用して、コンベアに食品残渣を投入する利用者とスタッフ

雇用創出。食品リサイクル率の向上を通して循環型社会の実現。

対象者にとっての

メリット

日々同じ作業の反復となる為、重度障がいをお持ちの方でも、時

間をかけて作業収得をすることが可能 。 スタッフとの二人作業

であるため、きめ細かい指導が受けられる。

連携先企業名 大阪いずみ市民生活協同組合 担当者名

・機械のトラブル発生時の原因把握までに時間がかかる。

管理者名 渡邊　治

いずみ市民生協・テクノステージ施設内に於いて　食品残渣の堆

肥化作業に従事する。５日/週　利用者１～２名＋スタッフ１名

で作業を請け負う。堆肥化装置を使用し、約１2００㎏/日の食品

残渣を堆肥化装置に投入する。力のいる作業であるが、作業に慣

れれば毎日の投入量をコントロールするだけで作業は完結する。

ただし、機械の不具合対応や良質の堆肥を作る為には、毎日の投

入量の調整が不可欠。 異物混入の際には残渣の出荷元に報告し

て注意喚起する。生成した堆肥の取り出し、運搬まで弊社で請け

負う。

実施した生産活

動・施設外就労の

概要 利用者数

等

人事総務部　升田　寿

電話番号 0725--998057 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

青色のコンテナを１日平均6～１0台こなします。

様式１


